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献血者確保対策について(厚生労働省の取り組み)資
料1-1

0若 年層の献血者数の増加
β療「′Oκ 根ヽ虹事をaィ %`′ οκの商 事をaイ %ま で■夕ぎせる。

=平成26年 度ま″ ″
・10代 :平成21年 度:6.00/6 → 平成22年 度 :6.1%

(献血者数:293,696人   →    295,フ 75人 )

・20代:平成?1年度:z.8% → 平成22年度:フ.フ%
(献血者数:1,126,931人  → 1,o80,814人 )

◎ 中学生への普及啓発

血液の重要性や必要性について理解を深めるためt

全国の中学校にポスターの配布。

○ 平成22年度配布枚数 :11.295校 に3.6万 枚

◎ 高校生への普及啓発
献血及び血液事業に対する理解を促進するため、全国の高校生及び教員ヘ

献血についその副読本(けんけつHoP STEP」 UMP)を 配布。

○ 平成22年 度配布部数
・生徒用 :5.918校 に116万 部  ・教員用 :6万部

◎ 主に10代 、20代 の若年層を対象とした普及啓発
「はたちの献血」キャンペーン(毎年1～2月 )啓発宣伝用ポスターを

都道府県及び関係団体等に配布。

○ 平成22年度配布枚数 :3.7万枚

の 安定的な集団献血の階′“ 本赤チ宇社fこ対 %補 助 ∫ノ′乙笙翅″
目標=墨墨動鈴産等〔=協カナる企業を50,Oθ Oをま型物自 %。 〔平成26年度までの達成E標 )

◎ 献血に積極的に協力する企業・団体が行う献血活動を社会貢献活動の一つとして広く一般社会に認知され
るよう、「献血サポータ=」ロゴマークを配布する等により企業・団体が行う献血活動の普及・拡大を図る。

結果:(集団献血に協力して頂いた企業・団体数(累計))
・平成21年度末時点 :43,193社   ・ 平成22年度末時点

0「 献血サポーター」ロゴマーク配布枚数
・平成21年度 :1,450社  ・平成22年度 :1,483社

0握 翅動助の動″日本赤チ字社=こ対%補 助 ′:/2補助)
島議塑翅幽嗜を年間′2湧 入ま̀ じ″させる。t平成26年度まCの達成目獅

献血推進キャンヽ ―ンを

応援しています。

◎ 複数回献血者を確保するため、血液センター毎に複数回献血者を確保するためのクラブを設立し、複数回
献血者の確保を図る。
○ クラブ会員数(全国):38万人(平成22年度末時点)

○ クラブ会員の実献血者数:26万人(うち2回以上献血をした人:17万人)

○ リトクラブ会員の実献血者数:293万人(うち2回以上献血をした人:83万人)

結果:複数回献血者数
・平成21年度 :984,766人  ・平成22年 度 :999,325人



り そ勿 %媚 後 啓発 〔全国民的な普及啓発)

◎ 「愛の血液助け合い運動J(毎年7月)を厚生労働省、都道府県、
日本赤十字社の主催により実施。啓発宣伝用ポスタ=を都道府県
及び関係団体等に配布した。
O平 成22年度配布枚数 :3.8万 枚
○ 平成23年度配布枚数 :3,9万枚

◎ 「愛の血液助け合い運動」の一環として「献血運動推進全国大会」(毎年7月)を 開催。
今年度は、皇太子殿下に御臨席を賜り、山形県山形市において開催。

◎ テレビ、ラジオ、新聞等の政府広報を積極的に活用した普及啓発を実施。
O平 成22年度:政府広報オンライン(お役立ち記事)、ラジオCM80秒 、
インタニネットテキスト広告(Yahoo・朝日.com)、モバイル広告ヽ

○ 平成23年度(8月末現在):政府広報オンライン(月間行事概要)

厚生労働省HP政 策レポート、厚生労働省広報誌「厚生労働J

∠



各都道府県の運動実績
【平成22年度 行事等実績 】

①平成23年4月1自施行予定の採血基準改正につぃての広報

資料1-2



質京都

12綱。1～現在継縮中 優機 :響推菅協1会 市区町地域の会議室 IE広い年代
;夢?盟磯侵B騨軍叩芋岬

123.3.30 :議栞TT,T京■ホ
ームベージに

析聞折込 lE広い年代 採血善率の改正内容を掲載

(H23.411) 〈東京都提供ラジオ番組で臓送) (民放ラジオ局の番組中) (幅広い年代) (採血基準の改正内容をアナウンス)

日本赤十字社本社 123ユ1～H23.■31 Foss&ar:sltnnrunn多旗送局 層広い年代 瞬聞広告の掲載・テレビcM放送ちラジオ放送



対阪府

円22●17
1町村献血推進担当者会議 大阪赤十字会館 市町村担当者 間 についての研修会。年度計回等の説明

1233.1～ 浄機広報導体を使用しての周知 府内―円 嚇民
'フリーペーパーでの周知

夕~での日知

1電発麗禁=お1)1導119督」
ドスターは府内の全高校に配布

123.324 "町村献血推進“議会長会諄 た販赤十学会館
専
町村献血推進

摯
議会長
献血の現状、献血推進計画の説明等

3



るため、広く県民に周知すること





た分県

123.1.23 ヤング献血フェスタ45 大分県医師会館 営県民 奎盆最整置響魔ぞ層鵠皐塾晟置FI会
におい■採血参加香200名 に対し、400mL詢

血可能年齢の引き下げを周知で
きた。

123.3.1～H23.331 Кス車内広告 くス事肉広告 ス`彙害 奎鋼鮮謙賞舞窯翼台
の専湘こ、採|1準改黛翻認覇靭降愕

同知できた。

中縄県

1233.6 ついま―る献血コンサ=ト ンヨツピングセジター特設ステージ 栞害者 輝
‐122.12.3 第5回定例研究協El会 薔続撥裏置露茎長“守 県内高等学校長

醜労辮 :て
の
甲
知を円るとともit、献血摯守

への 腱血教室に対して学校側が協力
内になつた。



②地域の特性に応じ、キッズスペースを確保する等の親子が献血にふれあう機会を設けるための取組

腫欝 脚 鰐 く、より、献血を身近なもの
ていただけたのではと思

群馬県赤十字
血液センター

122.12.15 璧
血出]1所へのキッズスペースの設肛液センター高崎出張所 L幼児とその保護者等 鏑F

122H.23 献血感nlデーJキャンペーン R内 大型ショッピングモール 3縦しご鯖
評翻聞圏躙 a::雛撮」

犠鯛鍼零讐船岬際
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多加者親子26組 (69人 )に献血

③「献車出前講座Jや血液センター等での体験学習̂の最組

北海道

1224～ H23.3 ライオンズクラブ,会"の献血読銹 諄ライオンズクラプの例会開催場所 ライオンズクラブ会員 鼈 ヽ
■度における実施回数は,回の
L前講座で合計で約200名の方
を対象としました。

H225.13 賦血出前購座 山の手高等学校 枚員140名) lli諄言:[電:営驚l襲お,緞監絶筆よ?″
1226. 2 賦血出前講座 天理教(美唄市・札幌市) Ett140名)

端 ||::、

列会の開催場所が札幌・美唄で
らつたため両地区で実施

青森県

1225.13 自等学校研修会 青森県立青春中央高等学校 〕学年 . 渕 癬 議 長幾躍竃雷 生徒38名、先生9■参加
122.7.28～H22.■30 欧血親子セミナー 血液センター 小学校4～6年生と保護者 蠅構騨蠅褻:臨耐 主徒45名、保護者10名参加
1221222 中学校研修会 L前市立第4中学校 全校生徒 酬 廠 お磁換幾器絶「甲主徒500名、先生15名参加



富城県赤十宇
血液センタ=

H22,7.24～H228.3
〈計7日間開催)    ― ヽけんけつκ:D'Sサマ

ースクール ■液センター3階会:== 卜学4～ 6年及びその保護
饉 昔年層の献血啓発.普及を目的として実施 ア日間開催し合計で500名 参加

122.7.20
墨喜
ルスラ美智高年

す摯守
嬌体穣 "レーAAER20 自校2年生 FsFoil&B*.sriaenrur*m 2名参加

122.823 山台市立幸町中学摯 韓嬌体験学習 口真ルームAER20 中学2年 生 青年層の献血啓発.普及を目的として実施 2名参加

→228.25
讐
台市
1南
光台中学機

_ 場
体験学 な液センタ‐ 中学2年 生 *+romo.s!r. *aea fi rL<hir 2名参加

→22 lQ20
蟹
台市立上杉山中学被臀導体験学 ●瞭センター 申学2年生 百年jFの献血啓発,普及を目的として実施 3名参加

122.4.6～現在までア回開催 獣血出前講座およびセミオー 呻台帯警技術専Fl学被等 議漱 濯学|・患
に20代対象に献血の早姜性を学ぶ機会の場として, 7回開催合計で約1.00o名参加

番
2.028～H23.114まで7口, ユ液センター見学会 血液センター 各献“推進博力団体警 踏撫l:曇鰤 蠅 鱚 lフ回開催合81で,約 130名参加



千葉県

1221020 献血出前請座』 千葉県立′ヽ筆高等学後 3年生及び教員 血液と献ユについての学習(パワーポイント使用) 3年生約200人及び教員が参加。

122.1116 献血出前講座1 F葉県立匝壌高等学校 1年生及び教員 0ft tff fi t:?r,rto*E (r tZ-d{,r>f ft H ) 1年生約330人及び教員が参加

12212.2: 献血出前講座J 千葉県ソヽ千代東高等学校 奎被生及び教員 血液と献血につぃての学習(パヮーポイント使用) 奎校生約760人及び線員が参加

122.フ.27～H227.29 肛液センター体験学習(職場体験) 0橋市立坪井中学検
・

0橋献血ルーム 2年生 借篇翻り剛 畑懸誰讐
励及びヽ

2年生全員約150人が多加.
賦血ルーム体験では、全員が呼
メ掛け体験をし、新聞等で報告
に事が掲載される。

1226.23 本験学習(中学生職罐体験) F葉県赤十宇会館
Eル ールち1ま駅献血ルーム 晨内中学生 賠距薦勝翻蠅鶴ぽ習

欧血についてEI覆を受けたのち
腱際に献血ル‐ムにて、献血の
呼び掛けや接遇を体験する。2
Rttm ‐

・122.9.16 本験学習(中学生職場体験) 千葉県赤十事会館
=ノレールちば駅献血ルーム 属内中学生 阻肛震翻 踊鍋ぽ

習 決血について諸義を受けたのち
実際に献血ルームにて、献血の
呼び掛けや接遇を体験する。 9

呂参加

本験学習(中学生職場体験) 千葉県赤十学会館
モノレニルちば駅献血ルーム 晨内中学生 緊豊帰11:3輝警響lサ:硯躍陽亀許習

獣血について請義を受けたのち
露際に献血ルームにて、献血の
呼び掛けや接遇を体験する。 5
呂参加

1221:.:: 本摯学智(中学生職場体験)
ほ構献血ルームフェイス
1船橋出張所) 晨内中学生 賦血ルニムにて、献血学習ュび麒血体験

賦血についての学習のあと、呼
メ掛けや接遇を体験する。3名
卜加

122.: 本験学習〈中学生職場体験)
千葉県赤十宇会館
モノレールちばn献血ルーム 果内中学生 賠霊重公Y3躍謡:瑠醜げ

習 賦血について請義を受けたのち
た際に献血ルームにて、献血の
7び掛けや接遇を体験する。 4

1221:.25 本験学習(中学生職場体験) NF献 血ルームピユア
1松F出 31所) R内 中学生 n&rL-Al:<.il6+g&ufi6fin 蹴抒躍撃議?なよ理

♭加

・122.12.1 本験学習(中学生職場体験)
:臨 血ルーム 晨内中学生 阻肛露勝闊螺鍋蹴

習 歓血について請義を受けたのち
実際に献血ルームにて、献血の
呼び掛けや接遇を体験する。5
名参加

122.フ.11 本験学習 (小学生・町探検) F案鼎赤十宇血液センタ… 小学生及び保護者 躙議綜瑚盤協霧為) 地元小学生及び保護者 10名参
ln   ‐

■27,H22.7.23、H227.30、
フ.31、H228.3、H22.34 平成22年 度は延ぺ524人の参加



中奈川県、
中奈川県赤十字
虹液センター

Dxzz.l.zo-xzz.;.g0.
H22.8.9-H22.8.20

Dttzz.s.r-H2z.ao
駆休み小中学生親子献ユ教= 選覇ず

保赤十字血液センタ■厚

離浜駅西口献ェルーム瓢横浜会
D

贅窓筆ぉ謂
小中学生t朧識磨餓臓案毬悽盤篤篭

p,.

♭加者:0153人
0133人

字肘

ンタ．

川

セ

奈

液

神

血

122.5.28 DTAM血 事前説明会 購浜市立失上小学校 司小学校PTA30人 螢お維聯潔購聯緻 誂テヽ
こギも

DTA献血事前説明会 購浜市立長津田小学校 同小学綾PTA30人 購血の必要性.移動車配車当日の献血者ば保、こども
この11末の献工にもつなげていただく様説明t

422.9.1 篤副酸轟贖鷹:加ポラ
ンティア学自こ

暴工灌ヤンター(母体) ボランティア学生35人 夕彙轄難聯酵
122.la6 DTA献血専前説明会 購碁市=山下小学校 同小学校PTA30人 螢お8業諦濯購群ポ脚 誂テヽこども

123●
1霧
市立渋沢小学構6,華 対象蜘 摯野市率渋沢小学被 3年生160人 覆君瀕議鵬"性:場票適粛揺響奥鳥字ξ:｀

ただき`



大阪府赤十字
n液センター

H22.■29～H22.8.10(計8口) 「"0「献血おもしろゼミナールJ た販府赤+字血液セシ,一 小学生の親子 ぃ■に関する型臓の普及啓発及び血液センタ
ーの見学

l11.225名の参加があり、その内
,8名が献血      ‐

尺順府、
大阪府赤十字
n液 センター

H23.:.31 臓血出前講麿 自立港画造形粛薇 1・2年生 魃 編ボ3棚鞘F議
電語者の中から約30名が
123.2:5。18に献血ルームでの
キャンペーンを実施

大阪府赤十字
虹液センター

423」L2～H23.2` =業体験学習 へ阪府赤十字血液センター 中学生 管1夏驚憎請麒町鶏1雷努謁超舅男樹響
験を受けMること

,加者8名



民庫県赤十字
血液センター

122.■4～ H22.85 軍休み子ども見学会 黒庫県赤十字血液センター 主に小学生高学年 霧戴蠅 議饉鮮需
122` 獣血出前El座 昼事県車山崎高守学機 嗜校3年生

顆 贔 ぶ製 卿あ3暉

122.12.3 欧血出前諸庫 F専県立但扇晨業高等学校 廊模3年生 1讐零議a石昌:轟警オ臨 畜74

和歌山県赤十字
血液センター

Ч227.28、H22■5 血液管理センター見学ツア… 嘘 管理センター(京都府揮知山市) 1学ヽ生とその父兄
ュ各澤現自

らび:1血液書理セ
ィ,ユ
て献血の勉強と見

J 学ヽ生とその父兄86名

12211.15 歓血模燿体験学習 10歌山大学附鳳小学被 嗜ヽ学生 移動採血事内で献血の機晨体験を彙施した。 J 学ヽ生28名

和歌山県l
県赤十字血液セン
ター

1229.:モ “被生献血学習 行日中央高等学後 自崚生
躙 rき

体ヽ験談を変えて献血の重要性
:Fっ =機生150名

1221014 自校生献血学習 日高高等学校 :機生
:撃
IF節を招き、体験

警
を交ネ下
献
1の
重要性を鱈っ

目機生659名

12212.8 自按生献血学習 酎外高等学校 自機生
[撃ま卑野

招き、崎験談を変えて摯
血の重要
|を
語,
自被生70名

12■1.26 蔚按生献血学習 海幕高年学校大威被舎 薔機生
・

悲習靡鼎野
“きヽ 体験談を琴えて献血の菫署性を語っ 自被生,6名

ft{IfuR

122.フ.12 黒健菫職員による献血略習会 日高市筆学校中津分枚 喘機生 麟血の大切割こつぃてて請習会を実施した。 目校生166名

122.9:4 *$D?&REl6fid$ga 串本吉摩高等学校・古座キャンパス 目校生 fi 4o * 9, tt: ? I r((ll H * t*lt Lf:. iftszoo€
122.:1.30 果tt所職員による献血34習会 国際開洋第■高鮮学校 目校生 献工の大切きについてて謗習会を実施した。 =枚生62名
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同山県

122105 赤十字出前講座 蜀山県立水島工業高等学校 ,RC:年 生

謄覇
銘 鞠 臓 赫 整お呉譜 受講者数15名

12211.19 ホ十字出前麟座 ●敷市立=島嵩等学絞 年生 踏覇響鞠航:Ⅲ騒肝受請者数30名
122.'2.8 ホ十字出前講座 田山市立後楽館高等学校 年生

警1の
必要
警
、現状等を単明し献血思

寧
り普及
1甲
っ
甦請者数100名

122.7.31 _C例会でのグストスピユチ 岡山ロイヤルホテル Ю6-Bメン′ヽ一 鵬 渕 鰭警癖孵 参加者  200名

1229.21 LC例会でのゲストスピーテ 日山県市町村振興センター 4ilr7rl,-Lc 褥 量   寧 お参加者  '0名
122.11.18 _C例 会でのグストスピーチ 国大寺信用金庫会議霊 ロリヽ11LC 罐鼈 最軸 野 D如者  50名

セa122 £例会でのグストスピ守チ け ルオークラ 町山ももたろうLC 輻 欄 轟肇,警濶 参加者  30名

123.1.18 £例会でのゲストスピーチ rユアリティまきび
:

R、2Rメンバー 鵬 量緻 朧繹 惨加者  70名

12322 0例 会でのグストスピ中テ みましの 口山餞楽LC.岡山鳥城LC 参加者  38名

12328 £傷会でのゲストスピーテ 岡山プラザホテル
早出妥F力γ

卜LC、向山あ

蠍醐蟄蠅轡甲調ト,加者  46名
拳上記の他、今後9会場でLC例会であゲストスピーチを予定している



_llll・
・
T学
校‡
 膿

晉謝選編言歴臨 「
町村献血担当

事
に

,呵 :l亀量:客
騒諷

引



④大学等における献血の推進及び将来の医療従事者を目指す者に対する普及啓発の取組

北海道

122.■18 薔観学崚“堂
北海道医療センター|1属札
幌看饉学校

斬入生を対魚とした献血tF語と献血の必要性が視聴で

締 響鵠躍量
た`だます後?協力に誓

翼 雰舗 饉 乳 躍 協 、

ほ成分献血の緊急的な要編にも
毎日、多くの協力がある.0の 体
害にも該当する)

122.4.16 眠人研修ttおける献血睛饉について 71>27-7r-$#*n 晰八職員
研修の一環として,研修会場へ出向き献血の講路を案

猟襲熙れ叢ぶ風
梅■見学、献1の1カ

をすoことで、よ献血慣力についてはt非常に協力的である。

置■1023～H2210.24 L幌合口大学祭への広告掲載 大通7T日会場(れ幌市中̂口) 書年層
自場で晨示ブースを設営し献血についても啓発

HiJFrit:ttt<@tr{t(*rtL
l:l:&b. lI6ttSliE l:tlL(
BHir!*f:.



:や供給本数を認識してもらい、献血への理
もらった.            1
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千葉県

手間
千葉県学生献血推進協議会会員募
巌 彗献血ルーム・大学等学内献血会場 」習諸常l齋

を中Ⅲ■
鴎艦配布r霧轟鰹騨濯 瞬親会員20名程度

年間 300mt強 化キャンペ=ン 与大学・短大・専門学校 た学・短大・事門学体 議盤露組FFギ :｀
て記念品を用意し事前PRI行 つての

年間 鬱大学・短大・専門学機
裏窯暮李ま

凛"Rザ 用機に血液セシ
午 響 鴫 ″

神素‖l県赤十字
血液センター

円2211.,9～H2■2月末
曖血lL進映口「′ヽ月の二菫奏JDVD
つ試写会開催(供覧)依頼

i
F、東京晨業大学
た学,日本大学、: 賭脇瑯ば

・
言 書露 潔 踊 畿鶴 獄 露 器講 理鵠 19吏 ほbちろん、同じ大学に通う他の大学生を含め、試写会や
共資を依頼している。(平成23年2月末集計予定)

富山県

1224、H23.1 大学生への働きふけ 晨内大学 黒内大学生 鯖窪蜜磁螺搬9際誓訛響きR内
4大学、延べ約700名の新
へ生へ呼び力ヽオ.

122.4～H22.6 日順専Fう学校・短大で新入生のな血
暁明会の集施 晨内大学、短大、専Pl学機

キ内大学ざ短大、事F電学校
L 沢血の現状説明と協力をお願いした。 R内5校、約350名の新入生ヘ

暁明した。

122.4～H23.3 医学部学生の見学会(5年生) 血液センター・献血ルーム E山大学医学部 は血の概要説明
D薔貿も得冦:説Tし

成分献血

H22.4～H2211 ,人で―縮に献血キャンペーン E山 大学 〕入以上のグルー女 献血協力者に糧品の連ニ
)回実施して54グループ、受付
180名対前年比106p%



彎一
丼
液

Ｅ

■

1229～H2210 20:0学口祭献血 各大学.短期大学 た学生、短期大学生
期弊譜神心配暦蘇馨朝犠

1224.0～H224.9、H22412 卒後寧床研修医オリエンテ‐ション
(血液事業について) 血液センター 臨床研修医(1年次) ケリエンテーションを開催し、血液事業の日知を行つた。

卿 聟輝ぜ署習智1型硼する請義を





122.フ.1 tufrt)i-H+wE ヨ山県赤十字血液センタご 同山赤十字看tr4門学校 1111:11[1::}下1電ζ蝠 籠認
研修に参加いただくことにより新
たな知識が身についた。
参加膏 (41名)

122.1029 血液センター見学研修 口山県赤十字血液センター 田山労災看輝専「1学校 願縁劉難IttL電製艦濡蒲
研修に参加いただくことにより新
たな知識が身についた。
参加肴 (44名)

・123a18 frftrg t-E+wE 田山県赤十字血液センター 田山済生会看暉専門学校 I翼強弱嘉I聯響摯鵬群:認
研修に参加いただくことにょり新

富密電認認茎7=つ
いた。

徳島県 122.4月上旬 析人生への献血バンフレットの熙市 各大学.専門学繊 大学新入生等 喘酬冨贈錦駿芳暑諄躊 zィツト證布
徳島県赤十字
血液セジター た学等での献血 各大学,専門学校 大学生等

欝,預X鞘島騨尋機 臨

23



12月 に実施している。毎回300名 以上の協力有

賀大学E学 部学生に対する

沖縄県

通年 た学.各種専門学校 た学生、各種専門学生
腐像・′ゞヮードィントにて血液の知識、献ムの重要性を説明
。́学内献血摯 継機的な献血への協力をお願いした。

122100
H2212.5 t設見学 血液センタニ

IPa県 学生献血推進協臓
螢員
lllスマス献血キψど,ン参加
掌生代壺

映像・r,ポ ィントにて血液の知識、献車の豊要性を説明

蹴 蜘 :な驚1ヽ率?



⑤年崎別人口に占める献血者の割合が低い傾向にある50～60歳代を対象とした普及啓発の取組



⑥地域の特性に合わせた採血所のイメージ作りや移動採血車の機能面の充実等の、なお―層のィメージァップ今の取組



富城県

127・6.1～H22“ :(募集)
122.11.29(豪彰式)
123.2.18～H23.3.lαラジオCM
女送)

電の献血70宇ストーリー募事事業

'県内の高等学校、市町村、保健所
及び献“ルーム・パス等に応募用紙

町じり登隼t臨暮を利用じ
中)
「献血者に感謝する彙いJで表彰

昔年層を中心に幅広い年
It

隕 気彎盤疏t電盤」鰐
障奪
作
子
を表彰
す
ると|も|二、入賞t品

1=よるOM広報を

宮城県赤十字
血液センター 題年 蹂血所の設備の発案 性の部“血ル■ムA03A 奎年代

インタ=ネット設備・マッサージ機器をはじめ,ガ‐デンナ
フエを楽しむことのできるテラスなどを設けている

秋田県

122.4.8.H22.62、H22.■23、
1228.18,H2210271
122.12.20、
123.1.:1.H233.1:

宇内献血 晨庁内 臓員 臓男幾鶏闘腸よ
る
警
血の実施の際、庁内1送によって

秋田県(赤十字血
液センター)

122.1:.1 血液センターリニューアルオープン ユ液センター 主として30歳以上の方 路鰹嘉灘裂欺翻諸
'キツ|コ…

群馬県赤十字
血液センター

Ｑ

２ 臨民鸞謬しでダξ耐台:撃電働「
よ
欧
ポァ
ツチ=ム等のホニム軍承層T。

とす。・3広い弩難‖牌 1月編高編
1応猥キャンペーンを実施した。

1225 縣脚畔1ざ“刻
こ
す 諄幅を中心ける幅広いi蒻 1婦獅 鍔

122β28 也元ジャバンラグビ守トップリーグ●
臓チー^選手による握手`サイン会 澪

血出ll所 阜需層
を中心とする岬広い:儡 翻 :『‖夕麟訂

=協 力をいただいた。

27
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香川県

歓血カード入れの作成
%全
市町及び番川県赤十宇血液セ 晨彙

獣血推進啓発用リーフレットの作成 鬼lT購
及び番川県赤十字“液セ 晨民 l書き罵をilJヨ:J驚υ讐:32「ヒ11盤:1貴

_陣 __卜 ■の麒血|`お政書
― ~… 「¬

~_ ¬

圭凛|1鰤 "叩 暉 ||‐ _
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琵児島県赤十字
血液センター

122.11.27～ ホリスティッタプラザかごしまォープン 血液センタ
ー2備〈:日製剤躁・検査課

フロア) 県民

il61{^A*o&S 融血レくス博壺3号車 躍ごn簿嘲 裂路皇
い。調の物こ

⑦若年層献血者数の増加

言手県

12212 テレビスポットCM放 選 黒内一日 果民 驚             血軍発スポットCMを制改送回数 120回

葛等学被訪間 [高等学校 高校生 晨内全高等学校を勘問し、献血への理解と協力棗:1

野森県

122.0.5～H229J8 77ツシヨン甲子園写真展開催 献血ルーム 瑯検壁 鞘霞響岬畔罫朧 場間中10～20代。260名協力
23.")

123.2.1～H2a331 旨年層普及啓発DVD作 成 中学・高校華0若 年層 覇弊   鶉 〕00枚作成

冨城県赤十字
血液センター

普
242‐現在まで36a場で案学生グルーカ血  じ 各大学.専門学校献血会場 学生 譲     諄 購搬蹴諭1犠野

′119"(417人)増加した

122.7.24～83(■7日間開催) t/vlt?l<1o61;?-:,r-rt, 血液センター3階会臓菫 1 学ヽ4～6年及びその保饉
昔 若年層の献血啓発、普及を目的として実施 7日間開催し合計で500名参加

122.4.0～現在まで7回 開催 賦血出前講座およびセミナー 山台吉寺撤鮨 門学薇等 義奨活傷考こ鍋貯難生・議
に20代対象に献血の重要性を学ぶ機

育
あ場としてヨ ,回開催合計で約11 0oO名参加



嘔島県

1227～H229 貯
ニア献血稼夕_ンクJレ01H

暴内拿中学被 晨内全中学生 騨 臨 朧 翻 む募状況:79校、514作品

122.12 ヤング麒血定着促遣事業 野頸継工今場 t+S?*5:,?dt:l6rt r?r+rr^!)oAfl . 間 ンティア用手袋の配布

天城県

122.8.22、H23.213 学生主催のキヤンペーン ンョッピングセンタ… 暉物客(糧子連れ, :泄:こ
・・
す
るタイズやゲームを実施し献血に理解を求 サマー献血及びバレンタイン献■

を実施 献 血者 110名
123.3.20 地元」2サッカークラブとのキャンペー

ン КFttlLルーム 卜学生 ケツカー教=及びサイン会等を実施 熙日本大震災により中止

122.11～H23.3 薔被献血キャンペーン 購ユ案鮨薔被凛び各献血ルーム "按生
[『

―コンク」 レ及びアンケニL献 血者に記念品を`

122.1.1～H23.2.28 またちの献血キャンペーン 野継血ルーム Ю歳 :金霊彗査3嵩導電凛宴観♂鷲議震螺記ヒ:|での20晟

眸島県

R226.1～ H228.31 男ョ量貯
の1液印ナ飩慟 ジネンネマコンプレックス 向葉映画を視聰する高校

生、大学生を中心とした若
年層          ・ 襴 言

1231.1～H23ユ31 眸属県はたちの献血キャンペニン
ンネアド上映 シネマコンプレックス

日集映画を視聴する高機
L、大学生を中心とした者
早層

曖岨翻毬躍離授猥溜 鵡騒

123tl.:5 .は
たちの献二J宙願キャンペーン 県内木理ショッピン7t― ル 事華偏幸中oけ,情広

いァピー鶏 三埠1晶膨7記驚再潔完Mラ

12磁 R血デビュー=燿事彙 移動採血率をE4t
の高等学校の1年生
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崎玉県

122.4.1～H22.030 断高校1年生入学おめてとう『献血
レーム見学会J

鴨内7か 所献血ルーム R肉高校1年生 F高校1年生に県内献血ルームを見学してもらい、献血
1身近なtlのと感じてもらつた.

見学会多加者 ,74人

122.'.1～H22.331(第1期)
H23.2.1～H23.3.31(第2期)

獣血ゆる工応撮国による「献血ありが
とうJキャンペーン

熙内3か所献血ルーム: 昔年層(10代2Q代)
瞑血協力者へのゆる玉応撮Q関連グッパ携帯ストラッ
プ、クリアファイル、ハンドタオル)をプレゼントした。

鮮 期ヽキャンペーン参加者
11.420人

(22.8.10 Eの血腋助け合いの集しヽ 奇工会館 そ賞者他 賦血功労団体の豪彰などの諸行事を行い献血の普及
ど発及び献血への理解と協力を図つた。

122.4.5-H22■.23(受付翔間)
122.8.1∝表彰式)

賦血推進ボスターコンクール 黒内 聰内中学生 留糊議昌摘箸屁留船;鷺3壼hi艦需機菖層畠
信した。`

移募総数 378人

12212.:～H22.1225(実施期

嗣)
122.12.23(イベント)

クリスマス献血キャンペーン
果内8カ所献血ルーム
本‖1越釈前

旨年層を中心に幅広い年
ヽ

H22.1223本川越駅前にて埼玉西武ライオンパ選手によ
るトークショー、写真撮影会を行い広く献血を呼び掛け
た

受付者
献血者

人

人

■

７
．

・123.1.1～H23228 はたちの献血キャンペーン 県内8か所献血ルーム
新威人を中心に幅広い年
代         :

瞬成人に対し成人式会場で個別に献血を呼び掛けるパ
ンフレットを配布した。

123.2.1～H23.430 卜彙献血キャン‐ ン 晨内8か所献血ルーム 高枚卒業予定者 R内高等学枚に対してリーフレットの配布及びポスター

1示を依頼し、卒業ェ念の献血推準t依頼した。

千葉県

123.122 またちの融 キャンペヤンイベント: 千葉市内百貨店 他 千葉県民 鑑 碁螂翻議辮選ヨ
■マスコッ

コッテマスコット違 の々献血啓発
舌勁けィッシュなど配布・献血呼
び掛け)の他、イベントでは同球
コ投手による献血呼び掛けを行
う等

12212～
「人月の二=姜 JDVD
高等学校配布事業

晨内全高等学校 行政を通じて各高専学執へ配布し、投業などで活用し
て、献血啓発を図つていただけるよう促す.

千葉県薬務課を通して
県内全高等学校へは配布済。

122.7.3 電の血液助け合いキャンペ,ンイベ
ント             :

千葉市内百貨店 他 千葉県民
也元TVや 新聞などで、イベントの
実様が報じられ、キャンペーン周
0の効果はあつた。

1221:― ラジオ番組提供による広報 千葉県民 築昭輩橡a轟棋硬蹴 星ま貿霧管毬:f鋼£
籠tlを聞いたと胃つて、献血にご
`力いただく方が,多数いらつ
ゃ́います。

122.31 学生サマーキャンペーン bらば―と東京ベイ 雌 住民
「葉県学生献血推進協議会が主催となつての献血活動

壼力者数は89名 であつた。
晴 年層を,0に 呼びかけ活動をした。

学生クリスセスキャンペーン Ьらば―と東京ベイ 崚 住民 腐力者数は66名 であつた。

122.12.19 学生クリスマス‐ ンペーン ららば―と東京ベイ 會域住民 協力者数:ま58名 であつた。

12■1`22 はたちの献血キャンペーン 千糠そごう」R千葉駅前, 也域住民 協力者数は58名 であつた。



東京都

122.4～H22.6、
122.:0～H2212 グループ献血 薔大学の献血会場 た学生・短大ほか

鶉 ‐撫 翠E‰鑑 全♂
1227.1～H22.331
123.1:～H23■31 鳥隼譲〔電覇霜絶店丁ね雪にポで大学、高後、専門学校など 奎霞療、甜生.朝難課需機綸ァ

ン用こ、
警
自9警ター排威し

122.101～H221231配布
123.1.2～H23.430引き換え 鮨嚇 鎌 大学、高機、専門学機の献血会場 学生及び学校関係者 彗繁常驚懲驚ぢ:よ景二:尋振化肩余百腎滑ヒ塩電皇希
1231.:0配布
123.1.2～冑23.4β031き換え 鋼 嘱 編 鶴 各区市町村の成人の口、武典会場 綺成人 普禁お竃ζttb晨景た,鼻振化5ふ層雰豊喜慎電島希
123.2.1～H23.2., 暫頭ビジョン 蟄昇蔦許倦]瞥ジ

∞・秋彙原UDXな
学生辱か 戦塩機 課覇続艦識胤

神奈川県赤十字
血液センター

122.102 第7回ポラフェスタinKANACAwA2010 日本丸メTIJァルパーク 霊晏澤踊劇隆藝Fフ
エスタ争

来場者致5,000人

新潟県

123.:22(録音)
123.1.30(放送) 穿基騰詔

献血摯ンペ=ン●′バーサイド千秋 苦年層 謡蠅鰭岬騨壽:
rベンHこは300名 以上の観客
b`あり、そのほとんどが若年層
ピうた。また、当日会場に献血パ
スも配車したが、会場隣あ献血
し―ムと合わせて138名の受付
b`あった。          .

122.12 騰あ鍵機1,こ拿ま鶴 問 晨内テレビ局(計4局) 民ぁ竃Itti推3=13021酪驚猶舶しヽm

邑年 学校飾問
晨
内高等学校、,等 教育彎螂 滋驚:冨畢巳鍵「守学警等を訪問

→22.5.8～■9
122109～H22101o 吉町どんどんでのP良

古町 屋午層をす心に幅広い年競贄規携薔爵1響踏嘉航r難しヽ

Iべ57名のポランティアに参加
て́いただき、献血ルームにも多
:の献■者から■力いただいた。

第被生と大学生合わせて約250
日のポラオ ィアに多加していた
=いた。また、当日会場に献血パ
をヽ配軍し、会場と|●接する献血

ド=禁Fわ
せて14“の受付

122.1●23 タリ̂マス献血キャンペーン

122.8:4、H22.8.25 雪環献血P良猪勲 rオン新潟南 “被生 鱚 甲 狩鍛 講1
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冨山県

4226 ポスターの作成。配布 R血 協力企業など 一般県民
限退機関でも取り上げていただき
ドスター希望者も多く反響は大き
b っヽた。

1 2 2 . 7～H 2 2 . 8
120.:―H23.2

ンヨツピングセンターでの懸垂帯掲示 「山駅前のショッピングセンター 「般県民 :業習熙昭躍圏翼蕩欝蟹』苫:般
血贅す雪
あ警垂幕を

122.フ
摯
血
亨
発用「ジャン

↑
黒督消しJの早 晨内全高校 黒肉高校3年 生 _rる ため号内0亭校、高専のう0校 、272ク ラスヘ配布。

122.81 ケマ=献 血キャンペ‐ン ショッピングセンタ‐ ‐般県民 軍樫3'こ璽預詫慧倍attr甘ヽポラ
ンテ″響こよ賦血者166名'00mL献血率954%

122.7～H22.9、H22.12
123.:～H232 献血啓発CMの 上映

「V、シネマコンプレックスで映画の本
に前にCMを上嗅するもの

―般県民
獣血推進CMを作成し、Tvゃ映回館で上映することによ
り献血の普及書発を行つた。 晨内2簡 所で実施。

122.12.5 奎日学生クリスマス献血キャンペーシ >a.t(>it>r- ―般県民 F*4t6odfEFot=6. 4*ttt1r;<z:t&t:*
S+fr^-Yt*lgLt-'

曖血者160名
:∞rnL献血率1000%

123.1.2～H23.1.31 R3ンコ‐ス踏込広告設置 ,RtujlRf>:-1 =般 県民 姜魏雛蹴濫協翻躙:督
のコンコマスヘ

またちの献血キャンペーン [■1ツ
ヨツピングセンタ=,界な ―nl県民 辮 鷲モ窪雛鵬 富電iヤ

ンペー

12■1.10 はたちの献血キャンペーンJイベント シヨッピングセシター 一般県民 ラジオ公開生放送による献血啓発活動及びLOVEメニ
'レ全員募集ィベントを実施した。

歓血者94名
:00mL献血率1000%

122.7γH22.α募集期間)
1221023(表彰式) 献血推進用ポスタ‐募集。表彰

晨内小。中学生を対無に献血推進ポ
R夕…を募集し、優秀作品を表彰を
,つた     ・
長影式:富山電気ビル  :

黒内小・中学生 発罪貧ぜ襲議雲驚電亀F響推準ポ
スタ=を募集し、優慇募点数:468点

(小学生58点、中学生410点)

123.2.2～H2■29
123.2.11-H23217 献血ポスター優秀作品の晨示 嘔内シ自ッピングセンタ… ―般県民 省露言粛認田畿響♂審霞躍君ぢ兒FIレ

の優秀作品「示鴨内2箇 FJIで実施。

石川県

122.7.1～H?■1031(募集)
12212.21   (表 彰式)
122.:2.8″H23.1.13(晨示会)

螢
血ボスターコィクァ牛

入1者薇マ晨庁特男1傘81室 県内中学校 躍麟 螢即 鉱雌 27機222点 の応募があつた。

→2■1 析成人対彙献血啓発 薔市町成人式会場 瞬威人 成人式出鷹者に啓発資材を配布する。

石川県赤十字
血液センター

122114 目川県学生献血推進連絡会 目川県赤十字血腋センター 大学生等及び教職員 贈塁2杏事星界0」軍      :`“
血県内18の大学、短大、専門学校
lt参画した。

122.74 学生七夕献血キャンペーン2010 漱血ルームラプロ 大学生 禁蕃叢宅懲監3蹴
みを着た学生ポランTィア当日は

144名の受付、116名の献
血協力があつた。

H22.322 1部統,サ マー献血キャンペーン
: 0 1 0 ′]ッドングセンタ

ー.献血ルームラ
大学生

夢
孟鶴 こ:濫黛調怖I圏蹴絆

' 当日は215名の受付、177名の献
血協力があつた。

1221212 鐘日学生クリスマス献血キャンペーシ
:010 奔Pピ

ング‐ター.警血ITIラ大学生、短大生 藤覇甲 桜蓋島誌器甜庸猫ケ
当日1ま241名の受付、187名 の献
血協力があった。



.500名 以上に協力を頂いた。

中

センタ．

井
液

福

血

122.9～H2210 2010学国祭献血 諄大学、短期大学 大学生、短期大学生
3奎
学:=おいて献血を実施し、著年Fの 献血者を確保

122.11.22 5井 県学生“A推 準4=20周 年記念事事 ラブリーバートナ‐ エルバ 驀民、学生 芳筆翼烹葺異塁層瞳轟電IPこと下`'生ポラ着くア

H23.:.15 1●●rt w●v●A●」●●2餌: 『きのホール =民、学生 :     認

長野県

・

６

　

・

僣
　
一

5&itaou-it 
"l.Efi' 高校生 県作成リーフレットを全高機生に配布 Ю.200部作成

1224～H22.8 賦血推進ボスター□率募集 中・高機生 け難量驚鋼躙路鶏盤塞まツドスター2000枚テイツシュ80JO個

い岡県 122.5～H233
曳分献血啓発蟷

~事 彙
暉等学校。各地域 晨内の高機生

晨民 地域イベントを12カ所で開催。

血液センター →22.8、H22.12 民松学生献血推進委員会 常内ショッピングセンタ‐ 晨西部の大学生と県民 i                                                            、

腱知県

122.12.19 学生クリスマス献血キャンペーン 呂吉E市 栄広場 ―般県民 il言言識讐」習型鍵禁艘1
,加 看 学生ボランティア 約240
呂
獣血者 123名(200mL31名、400
"L92名)   ｀

・123.1.:～H23.2.28 またちの献血キャンペーン 摯内全域 宙被1年生、新咸人 鑑超鮮棚観中の高7翔樋渭摯牲
バンフレット配布致
・高校1年生 68,316部
。新成人 犯 フ00部


